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ブロイラー飼料に対する DDGS高水準

配合の制限要因と課題を理解することは非

常に重要である。本研究はこれらの問題を

解決するために計画したもので，DDGSの

配合水準が 1）ペレットの特性と製造効率

に及ぼす影響，2）0～28日齢のブロイラー

の飼育成績に及ぼす影響，3）回腸内容物の

粘度と盲腸内容物の有害細菌数に及ぼす影

響について検討した。 

試験にはブロイラー（Ross × Ross 30

8）雄初生雛 1,350羽を用いた。15羽ずつ

90個のペンに収容した。0～14日齢（幼雛

期）はトウモロコシと大豆粕を主体とし，

DDGSを 0（対照）または 8 %配合した飼

料をそれぞれ 45個のペンの雛に給与した。

14～28日齢（育成期）は DDGSを 0（対

照），7.5，15，22.5または 30 %配合した

飼料を給与した。なお，DDGS 7.5，15お

よび 22.5 %飼料は，DDGS0と 30 %飼料

の混合割合を変えることにより調製した。

育成期の各飼料は幼雛期にDDGSを0また

は 8 %配合した飼料を給与したペンをそれ

ぞれ 9個割り当てた。試験飼料の粗たん白

質（CP，%）-代謝エネルギー（ME，kcal

/kg）は幼雛期はすべて 23‐3100，育成期

は 21‐3125に調整した。また，可消化の

含硫アミノ酸，リジン，トレオニン含量も

幼雛期はすべて 0.9，1.25および 0.84 %，

育成期は 0.82，1.14および 0.74 %に調整

した。 

幼雛期の飼料はクランブルに，育成期の

飼料は蒸気ペレットに加工した。育成期の

DDGS 0，15および 30 %の飼料について，

1時間当りの製造効率，電力消費量，ペレ

ットの品質（耐久性指数，粉の割合，容積

重）を測定した。 

飼育試験終了時の 28日齢に，各ペン 1

羽を屠殺して，盲腸内容物中の 2種類の有

害細菌株（Escherichia coliと Clostridiu

m perfringens）数を測定した。また，別

に各ペン 2羽を屠殺して，肝臓重量と回腸

内容物の粘度を測定した。 

その結果，1時間当りの飼料製造量は，D

DGSの配合率により有意差は認められな

かったが，DDGS 30 %飼料は 0または 15

 %飼料より少ない傾向がみられた。ペレッ

ト 1トン製造に要する電気代は，DDGSの

配合水準を高めるのに伴って有意に減少し

た。DDGSの配合率を高めるのに伴って，

ペレットの耐久性指数は減少し，粉の割合

が増加して，ペレットの品質は低下した。

容積重は DDGS 15と 30 %飼料は対照飼

料に比べて有意に少なかった。 

0～14日齢に DDGS 8 %飼料を給与し

ても，ブロイラーの飼育成績に悪影響が認

められなかった。14～28日齢の増体量は 1.

08～1.02 kgの範囲で，DDGS水準が 15 %

までは対照区と有意差がなかったが，22.5

 %と 30 %区は対照区に比べて有意に劣っ

た。体重当りの肝臓重量も増体量と同一の

傾向がみられた。14～28日齢の飼料摂取量

に対して，幼雛期と育成期の飼料の DDGS

水準の間に有意の交互作用が認められ，幼

雛期に対照飼料を給与した雛では，育成期



の飼料の DDGS水準を高めるのに伴って，

飼料摂取量が減少したが，幼雛期に DDGS

8 %飼料を給与した雛では，育成期飼料の

DDGS水準を高めても飼料摂取量に影響が

認められなかった。飼料要求率，死亡率，

回腸内容物の粘度および盲腸内容物の C. 

perfringensと E. coli数は，育成期飼料の

DDGS水準により影響されなかった。 

結論として，DDGSは 0～14日齢の飼料

に 8 %配合しても安全とみられた。14～28

日齢の飼料に DDGSの配合水準を高める

と，ペレットの品質は低下したが，ペレッ

ト製造時の電気使用量が明らかに減少した。

14～28日齢の飼育成績より，この期間の飼

料には DDGSを 15%まで配合しても，悪

影響はないものとみられた。 

 （科学飼料 56巻、4月号） 

 

 


